
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 博物館学芸講座（講演会） 

「資料保存から見つめる地域の歴史文化 

歴史文化のレスキュー」 
を開催します 

 

各地域の特色ある歴史文化を見出すためには、地域に残された多様な資料

を観察し、読み解くことが必要です。地域の資料と向き合い、継承する意味

は何か、資料保存という活動から浮かび上がる歴史文化継承の課題と可能性

についてお話しします。 
 
 
 
 
 
 
１ 日 時  令和４年７月１６日（土）１３：３０～１５：００ 

２ 会 場  岐阜県博物館 けんぱくホール（関市小屋名１９８９） 

３ 参 加 費  無料 ※但し、博物館本館の展示を観覧される場合には、入館料（一般３４０円・ 

大学生１１０円・高校生以下無料）が必要です 

４ 定 員  ６５人（要申込、定員になり次第締め切ります） 

５ 申込方法  （１）岐阜県博物館ホームページ（https://www.gifu-kenpaku.jp/）のメールフォーム 

（２）電話（０５７５－２８－３１１１（代）） 

受付開始は、６月１６日（木）から。 

※休館日を除く８：３０～１７：１５まで受付けます。 

＜休館日＞毎週月曜日（月曜日が祝休日の場合は、その翌平日） 

６ 問合せ先  岐阜県博物館（電話番号：０５７５－２８－３１１１（代）） 

 

【講師略歴】 

天野 真志（あまの まさし） 
国立歴史民俗博物館研究部 准教授、専門は日本近世・近代史、資料保存 
東北大学大学院 文学研究科 博士後期課程単位取得退学 
2012年より東北大学災害科学国際研究所助教、2017年より国立歴史民俗博物館歴史研究部特任准教授 
国立民族学博物館特別展「復興を支える地域の文化 : 3・11から10年」（2021）に展示協力参加 
【著書】 
『幕末の学問・思想と政治運動 : 気吹舎の学事と周旋』（吉川弘文館 2021）、『記憶が歴史資料にな
るとき 遠藤家文書と歴史資料保全』（蕃山房 2016） 
【共著】 
『相馬市史 第5巻 資料編Ⅱ 近世1』（福島県相馬市 2021）、『文化財防災マニュアルハンドブック』
（国立文化財機構 文化財防災ネットワーク推進室 2018）など多数 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・変更とする場合には、改めてお知らせします。 

令和４年６月１６日（木）岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

博物館 ﾏｲ・ﾐｭｰｼﾞｱﾑ係 南本有紀 

代表  0575-28-3111 

内線  306 

FAX    0575-28-3110 

文化財レスキュー中の講師 

岐阜県政記者クラブ加盟社各位 

中濃記者会同時配布資料 

岐阜県博物館 検索 


